
How Disabled Tests 
Manifest in Test 

Maintainability Challenges?
Dong Jae Kim， Bo Yang，

Jinqiu Yang， Tse-Hsun (Peter) Chen

1

発表者：松尾和輝

ESEC/FSE 2021: Proceedings of the 29th ACM Joint Meeting on 
European Software Engineering Conference and Symposium on the 
Foundations of Software EngineeringAugust 2021 Pages 1045–1055



背景
• ソフトウェアのテストは，ソフトウェアの品質を保つ
ためには不可⽋な作業である

• テストに失敗すると修正を⾏う必要があるが，修正が
困難な場合があり，メンテナンス作業の軽減のために
テストを無効化することがある

• 無効化されたテストは時代遅れになり，技術的負債の
原因となって，⻑期的なメンテナンスに悪影響を及ぼ
す可能性があるが，テストの無効化がどのように普及
し，進化し，維持されているかはわかっていない
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⽬的
• 開発者がどのくらいの頻度でテストを無効にしている
のか（その頻度と推移），また開発者がなぜテストを
無効にしているのか（テストを無効にしたり，再び有
効にしたりする動機）を調査する
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対象リポジトリ
• GitHubに登録されているスター数の多い上位1000の

Javaリポジトリから，コードの規模，星の数，コミッ
ト数の合計が上位10%であるリポジトリを選択
• 2020年に１回もコミットを⾏なっていないリポジトリ
は削除し，残った15のリポジトリを対象とする
• 調査期間は2015年1⽉から2020年1⽉まで
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リサーチクエスチョン
• RQ1：テストの無効化はどの程度⾏われているか？

• RQ2：無効化されたテストの変更パターンは何か？

• RQ3：なぜ開発者はテストを無効にする⾏為を⾏うの
か？
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RQ1 -⽅法-

• RQ1：テストの無効化はどの程度⾏われているか？

• アプローチ
⁃ 開発者がクラスレベルとメソッドレベルの両⽅でテストを無効
にする回数を計測する

⁃ 有効なテストと無効なテストを検出するために，既製の
JavaParser [1] を使⽤する

⁃ ⽐較のためにRefactoringMiner[26]を⽤いてリファクタリング活
動を検出する
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RQ1 -結果-

• 下図はテストの無効化の変更とテストコードのリファ
クタリングの頻度を⽐較したもの

• メソッドレベルでは両者は同等であり，クラスレベル
ではリファクタリングよりもテストの無効化の変更の
⽅が多く⾏われている
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RQ1 -結果-

• 下図はテストの無効化に関連する3種類の変更（テスト
の無効化，テストの再有効化，無効化されたテストの
削除）の頻度を⽰したもの

• テストコードに加えられた変更のうち，62.5%が無効化
のための変更であった
• 再有効化されたテストのうち，42%はテストコードに
変更が加えられている
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RQ2 -⽅法-

• RQ2：無効化されたテストの変更パターンは何か？

• アプローチ
⁃ コミット履歴を⽤いて，無効化されたテストがどのように変化
するか，最終的にどのようになっているかを調査する
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RQ2 -結果-

• 下図は無効化されたテストの変更パターンを⽰したも
の
• 41%は最終的に無効化されていた
• 解決したケースでは，28％が削除され，30％が再有効
化されている
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RQ3 -⽅法-

• RQ3: なぜ開発者はテスト無効化の実践を利⽤するの
か？

• アプローチ
⁃ 層化サンプリング⼿法を⽤いて各リポジトリをサンプリングす
る

⁃ 著者２名が，コミットメッセージ，テストコード，テストコー
ド周辺のコメント，バグレポートなどの関連するソフトウェア
成果物を⼿作業で調査し，最初の分類を導き出す

⁃ 著者２名は導き出された理由を統⼀し，進化パターンごとに割
り当てられた理由を⽐較する

⁃ 意⾒の相違があった場合は，合意に達するまで議論する
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RQ3 -結果-

• テストの失敗を隠すため（40%）
• 機能メンテナンスやリファクタリングを⾏うため
（23%）
• ⼿動テストへの移⾏のため（11.2%）
• 依存関係の問題（6.2％）
• テスト設計の問題（5％）
• その他（12.5％）
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RQ3 -結果-
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まとめ
• 開発者がテストを無効にする頻度，理由を調査

• 15個のリポジトリからテストコードを抽出，コミット
履歴からテストコードの変更を特定

• テストのリファクタリングと同じくらい，テストの無
効化が⾏われている
• 無効化されたテストの半数は，最終的には無効化され
たままである
• 無効化する理由は様々だが，特に多いのはテストの失
敗を隠すため
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所感
• テストを無効化する変更が62.5%と，多く感じた
⁃ テストの失敗を隠すために無効化する⼈が多いみたいだけど，
テストに失敗したままリリースしてもいいのか

• テスト作業の⼤変さを感じた
⁃ テストの無効化が多いということはそれだけバグが多いという
こと？
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